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羽田ミヤコタナゴ生息地保護区における水温変動がマツカサガイに与える影響調査

一水温の日変動を与えたマツカサガイの生残と産卵利用状況ー（平成27年度） 綱川孝俊

目的

近年の羽田生息地では，約20年前に比べ5月から 9月

における高水温期が長期化し，かっ水温の大きな日較差（1

日の最高水温と最低水温の差）も頻繁に観測されている状

況にあり，在来のマツカサガイだけでなく， 2014年に羽

田生息地と同じ水系の水路から移植したマツカサガイの

死亡も相次いで確認されている。 I）そこで，水温の日較差

や高水温の影響によりマツカサガイが死亡するのか，ある

いは死亡に至らなくともミヤコタナゴの産卵母員として

の機能が低下するのかを実験室内で検証した。

I 水温変動によるマツカサガイの生残試験

材料および方法

羽田生息地における水温変動の特徴 2014年および

2015年に羽田生息地においてマツカサガイの死亡が確認

された時期は概ね6月から 9月であり，その期間における

平均水温は約 25℃，日較差5℃以上の日が 2日に 1度以

上の頻度で起こっていた。そのうち，日較差 10℃以上の

日はおおよそ4日に l度の頻度で観測された。日較差 15℃

以上を観測した日の水温の変動範囲はおおよそ 16℃から

31℃で、あった。また，日較差が 5℃でも， 30℃から 35℃

と高水温の範囲で変動する日もみられた。

水温変動によるマツカサガイの生残試験 一日較差5°C

および 10°Cの影響一試験は2015年7月 10日から 8月

7日までの 28日間行なった。水温25℃一定（以下，日較

差 O℃区）を対照区とし，試験区として日較差 5℃区

(22SCから 27.5℃の日変動）および 10℃区（20.0℃か

ら30.0℃の日変動）を 120cm水槽内で再現した。羽田生

息地と同じ水系の水路に生息する水温変動の影響を受け

ていない（日較差が 5℃以下で，最高水温が 29℃以下）

と考えられるマツカサガイ（以下，同水系産）を 15個体

ずつ各試験区に収容し，死亡状況を観察した。供したマツ

カサガイの大きさは概ね殻長47mmから 70mmの範囲と

し，試験区間で差が生じないようにした（One-wayANOVA, 

p = 0.99 ）。 28日間の変動スケジュールは， 日較差O℃区

では25℃一定，日較差5℃区および 10℃区では，日変動

を4日間与えた後に3日聞を 25℃一定とするサイクルを

4回（計28日間）行った。

最過酷水温条件下によるマツカサガイの生残試験 一

日較差 15。Cおよび高水温下における日較差 5。Cの影響一

試験は2015年9月29日から 10月8日までの 10日間行っ

た。日較差 0℃区を対照区とし，日較差 15℃区 (16.0℃

から 31.0℃の日変動），高水温下日較差5℃区（30.0℃か

ら35.0℃の日変動）を 120cm水槽内で再現した。同水系

産 15個体を各水槽に収容し，死亡状況を観察した。供し

たマツカサガイの大きさは，概ね殻長48mmから 70mm 

の範囲とし，試験区間で差が生じないようにした（One-way

ANOVA, p = 0.99 ）。 10日間の変動スケジュールは，日較

差O℃区は25℃一定，日較差 15℃区では，日変動を3日

間与えた後に 25℃一定を 4日間，その後日変動を 3日間

とした。また，高水温下日較差 5°C区は 10日間連日変動

させた。

結果

日較差0℃区， 5℃区， 10℃区，最過酷水温条件の日較

差 15℃区および高水温下日較差 5℃区のいずれにおい

ても，試験期間中に死亡したマツカサガイはいなかった。

II 水温変動を経験したマツカサガイの産卵利用試験

材料および方法

Iの試験で日較差 0℃， 5℃， 10℃を経験したマツカサ

ガイを用いて，ミヤコタナゴの産卵利用に差が出るかにつ

いて検証した。 45cm水槽に各水温変動を経験したマツカ

サガイをそれぞれI個体ずっとミヤコタナゴの雄雌2ベア

を収容し，水温20°C，明．暗＝16:8 hで 10日間産卵さ

せた。試験水槽は繰り返しとして 10水槽設けた。産卵期

間終了後，マツカサガイを I個体ごとに仕切って水槽に収

容し， 38日後まで卵の排出と稚魚の浮上を観察した。そ

の後，排出卵数と浮上稚魚数から産卵数を計数し，産卵利

用状況を比較した。なお，各水槽に使用したミヤコタナゴ

の全長は，雄が平均47.0mmから 51.0mm，雌が平均41.5

mmから 45.5mmと水槽聞で差はなかった（One-way
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AN OVA，それぞ、れp= 0.82, 0.75）。また，各日変動を経

験させたマツカサガイの殻長は各水槽間で揃えた

(Two-way ANOVA, p = 0.53）。

同様の試験を日較差O℃， 15℃，高水温下日較差5℃を

経験したマツカサガイにおいても実施した。卵の排出と稚

魚の浮上を観察した期間は産卵終了日から 42日後までと

した。また，各水槽に使用したミヤコタナゴの全長は，雄

が平均49.0mmから 53.0mm，雌が平均45.0mmから 49.5

mmと水槽問で差が生じないようにした（One-wayANOVA, 

それぞ、れp= 0.96, 0.49）。また，各日変動を経験させたマ

ツカサガイの殻長は各水槽間で揃えた（Two-wayANOVA, 

p = 0.13）。

結果および考察

日較差O。c,5℃， 10℃を経験したマツカサガイにおい

て，ミヤコタナゴの産卵数が最も多かったのは日較差O℃

区の貝で， 10水槽中 7水槽で産卵数が最多となった。産

卵に利用されなかった水槽はわずか 2水槽のみで、あった

（表 1）。また，平均産卵数は日較差O℃区の貝が2.0個と

最も多く， 5℃区の員との聞には有意な差はなかったもの

の， 10℃区の貝との聞には有意な差が確認された

(Dunnett’s test, pく0.01）。さらに，日較差 10℃区の貝で

は稚魚が確認されなかった。よって，水温の大きな日較差

を経験したマツカサガイほど産卵母貝としてミヤコタナ

ゴの選択性が低下し，浮上稚魚数も少なくなると考えられ

た。

日較差O℃， 15°C，高水温下日較差5℃を経験したマツ

カサガイを用いた試験では，ミヤコタナゴの産卵数が最も

多かったのは日較差0℃区の員で， 7水槽中 5水槽で産卵

数が最多となった。産卵に利用されなかった水槽はわずか

l水槽のみであった（表 2）。また，平均産卵数は日較差

O℃区の貝が 2.4個と最も多く， 15℃区の貝と高水温下日

較差 5℃区の員との聞に統計的な有意差は認められなか

ったものの（Dunnett'stest, p > 0.05），水温変動を経験し

たマツカサガイで産卵数が少ない傾向がみられた。さらに，

平均稚魚数については，日較差0℃区の員が0.4個体であ

ったのに対し， 15℃区の貝と高水温下日較差 5℃区の員

では共に 0.1個体とやや少なかった。よって，前試験同様

に，日較差O℃区の貝に比べ，水温変動を経験したマツカ

サガイはミヤコタナゴの産卵母貝として利用されにくく

なると考えられた。

m 水温変動を経験したマツカサガイにおける懸濁物質取

込量の比較試験

材料および方法

IとEの試験の結果，水温変動を経験したマツカサガイ

は死亡しなかったものの，産卵母員としてミヤコタナゴの

選択性が低下することが確認された。この原因として，水

温変動の影響によるマツカサガイの漏水量の低下が考え

られた。二枚貝の漏水量や入出管からの流量はヨーロッパ

タナゴが産卵母員を選択する際の重要なファクターであ

り， j慮水量や入出管からの流量が多い二枚員へ選択的に産

卵することが明らかにされている。 2）その理由として，漏

水量や入出管からの流量が少ない二枚貝では，偲内部に取

り込まれる酸素量が低下することで産着卵の発生に負の

影響を及ぼすためと考察されている。 2）そこで，ここでは

表 l 水温の日較差O℃， 5℃および 10℃を経験したマツカサガイにおける産卵利用状況

試験水槽毎の産卵数（稚魚数） 産卵数最多
平均産卵数平均稚魚数

供試マツカサガイ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ 合計 水槽数

日較差0℃区貝 20 (6) 7 2.0 0.6 

日較差5℃区貝
日較差io℃区貝 0 0 ・.. ・0 ・－・ 0 0 

.~ .~. ~ ?.W. ~ o.s ~：？ 
0 1 0 4 (0) 2 ii.4 0 

・黒塗りは，試験水槽内で産卵数が最多のマツカサガイを示す．

・平均産卵数および平均稚魚数は，それぞれマツカサガイ l個体あたりの産卵数および浮上稚魚数を示す

表2 水温の日較差0℃， 15℃および高水温下日較差5℃を経験したマツカサガイにおける産卵利用状況

供試マツカサガイ

日較差~oc区貝
日較差is℃区貝

高水温下回較差5°C区貝 0 0 1(1) 2 1 1 

・黒塗りは，試験水槽内で産卵数が最多のマツカサガイを示すー

産卵数最多
平均産卵数 平均稚魚数

合計 水槽数

~ 1 ?..¥3)._ 5 ~：4 ~：~ 
o 7(1) 2 i:o 0.1 

一一 7(1) 1 10 01 

・平均産卵数および平均稚魚数は，それぞれマツカサガイl個体あたりの産卵数および浮上稚魚数を示す
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総合考察水温変動がマツカサガイの減水能力に影響を与えるかに

本研究において，水槽内のマツカサガイは羽田生息地でついて調べた。まず， 500mLの水を入れた 15水槽それぞ

5月から 9月に観測されるような水温の日較差（5・C,10・C,を添加れに懸濁物質として 1,000mgのカオリン （Wako)

高水温下日較差5・C）の影響で死亡することは無か15。C,した懸濁物質溶液（2.0g/L）を調製した。そこへ I試験で

った。しかし，水温変動の影響によりマツカサガイのj慮水を15・Cおよび高水温下日較差 5・C)水温の日較差（0・C,

能力が低下し，それに伴い産卵母貝と してミヤコタナゴに経験させたマツカサガイ各5個体（産卵利用試験には使用

選択されにくくなることが示唆された。すなわち，死亡要しなかった個体）をそれぞれ l個体ずつ収容して2時間静

因は水温変動だけでなく， 1.t<.の濁りや水質，餌環境などが置した後，40mLを採1.t<.しで漉過 ・乾燥した。40mL中に

複合的に作用していると推察されるが，少なくとも羽田生含まれるカオリン重量を測定後，500mL中の推定残量を導

息地における水温変動の問題が解決されない以上，今後ミき，添加量 (1,000mg）から推定残量を差し引く ことで各

ヤコタナゴ、やマツカサガイの放、流を行っても，ミヤコタナ個体のカオリン取り込み量を算出し，群間で比較した。な

ゴの生息数の増大，あるいは安定化が期待できるほど良好お，各水槽にはカオリンの沈殿を抑えるためエアレーショ

に再生産が行われない可能性がある。現に，羽田生息地でンを施した。

は2014年と 2015年の 2カ年連続で6月から 10月にかけ

て，羽田産マツカサガイと羽田生息地に移植した同じ水系結果および考察

円ド（
 

に生息するマツカサガイが死亡している状況にあるカオリン取込量（5個体の平均土標準偏差）は日較差

55-56参照）。また， 2013年以降 2カ年にわたり計 1,700日較差 15・C区0・C区の貝で 197.5土65.1mgと最も高く，

個体ものミヤコタナゴを放流しているにも関わらず，生息の貝で 122.5土35.1mg，高水温下日l絞差アC区の貝で 108.8

(p. 49-51参照）。近年の羽田生息数は年々減少している（図 I）。土49.3mgと水温変動を経験した個体で、低かった

地は約 20年前に比べ5月から 9月における高水温期聞が特に，高水温下日較差5・C区の貝は日較差0・C区の員に比

長期化しており，大きな水温変動の観測頻度も多く，かつこのこと(Dunnett’s test, pく 005）。ベて有意に低かった

その日較差も大きくなっている（p.57 58参照）。よって，10日間という短期的な日変動であってもマツカサガは，

これらの水温変動の影響を改善するためにも，安定した流その結果，イの￥ri志水能力が低下することを示唆しており，

量の確保を目的とした湧水源の整備，泥除去による羽田沼産卵母貝としてミヤコタナゴから選択されにくくなるこ

の水深の確保等の対策が必要で、ある。とは十分に考えられる。
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異なる水温変動を経験したマツカサガイの

カオリン取込量

エラーパーは標準偏差を示す

図 l



調査試験報告要旨

大きく変動する日が多くなっていること，また，

その日変動幅の拡大がマツカサガイの生存や再生

産に負の影響を与えている可能性が考えられまし

た。

羽田ミヤコタナゴ、生息地保護区における水温変

動がマツカサガイに与える影響調査一水温の日

変動を与えたマツカサガイの生残と産卵利用状

況一（p59-61)

水温の日較差や高水温下での変動がマツカサガ

イに与える影響を水槽内で確認、しました。その結

果，いずれの水温条件下で、も死亡はみられません

でしたが，水温一定で、飼育したマツカサガイに比

べて厳しい水温変動を経験したマツカサガイは，

ミヤコタナゴの産卵に利用されない傾向がありま

した。また，厳しい水温環境を経験したマツカサ

ガイは， i慮水量が低下していることが確認されま

した。マツカサガイは今回の水温変動の影響では

死亡に至らないものの，櫨水量が低下しミヤコタ

ナゴの産卵に利用されにくくなることが示唆され

ました。
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